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第2四半期の業績について

株主のみなさまにおかれましては、ますます
ご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のご厚情を賜り、厚く御礼申し
上げます。
2011年9月30日をもちまして、第63期第2四
半期累計期間（2011年4月１日から2011年9
月30日まで）が終了いたしましたので、ここ
に当第2四半期の事業の概況等をご報告申し
上げます。

代表取締役社長
平野　能章

ごあいさつ
　「普段の暮らしをより豊かに、より便利に、
より楽しく」を経営理念とする当社は、「価値
ある安さ」をお客様に提供するべく、当第２四
半期累計期間においても、特に購買頻度の高
い、普段の暮らしに直結する商品について、年
間を通じて低価格を実現する取り組みを強化
してまいりました。その方策の一つとして、品
質と価格のバランスが優れたプライベート･
ブランド商品の開発を積極的に行っておりま
す。当第２四半期累計期間においては、地上デ
ジタル放送移行に伴う需要に対応した液晶テ
レビや、節電・省エネ意識の高まりから需要が
増大した涼感商品「クールスカーフ、クールタ
オル」などのプライベート･ブランド商品が売
上げを伸ばしました。
　出店については、商圏に応じた柔軟な出店
を行うことで、多店化を加速させる取り組み
を行なっております。そのための収益モデル
として、「ディスカウントストア」を基本フォ
ーマットに、2,000坪クラスの大型店、1,200坪
クラスの中型店、700坪クラスの小型店のデ
ィスカウントストアの3つのタイプと、従来の
ディスカウントストアの品揃えに生鮮食品を
加えた「スーパーセンター」を合わせた、4つ
の店舗モデルの構築を進めております。当第
２四半期累計期間においては、5月に東京都２
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号店となる大型店の京王堀之内店（東京都八
王子市）、6月にホームセンターの居抜きで出
店した中型店の姪浜店（福岡市）を開店し、
当第２四半期末店舗数は50店舗となりました。
　当第２四半期累計期間の経営成績は、前期
中に開店した4店舗に加え、当第２四半期累計
期間中に2店舗が開店したことから、売上高に
不動産賃貸収入を加えた営業収益は、538億
59百万円（前年同期比5.4％増）と増収となり
ました。
　収益面においては、営業収益が増収になっ
たことに加え、売上総利益率が前年同期に比
べ1.4ポイント改善したことにより、営業総利
益は前年同期比10.7％増の136億91百万円と
なりました。販売費及び一般管理費は、出店に

伴う店舗数増加に対し、広告宣伝費や物流費
などを抑制し、前年同期比8.7％増の132億49
百万円となりました。
　この結果、営業利益は4億42百万円（前年同
期比149.0％増）、経常利益は5億52百万円（前
年同期比105.7％増）、四半期純利益は3億75百
万円（前年同期は2億23百万円の損失）と増益
となりました。
　なお、中間配当金につきましては、1株につ
き5円をお支払いさせていただきます。
　株主のみなさまにおかれましては、何卒一
層のご支援、ご愛顧を賜りますようお願い申
し上げます。

この株主通信に記載の業績の見通しは、株主通信作成時点で入手可能な情報に基づく当社判断による見通しであり、さまざ
まなリスクや不確実な要素を含んでいます。実際の業績は、これらの見通しと異なる結果がありうることをご承知おきください。

（億円）

10/3期 11/3期 12/3期

■営業収益（売上高＋不動産賃貸収入）
通期
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538
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（単位：百万円・百万円未満切捨）

（　）内は前年同期比増減率
営業収益

営業利益

経常利益

売上高

不動産賃貸収入

（売上総利益）

販売費及び一般管理費

科　　　目
当第２四半期
2011年4月1日から
2011年9月30日まで

前第２四半期
2010年4月1日から
2010年9月30日まで

売上原価

営業総利益

営業外収益

営業外費用

特別利益

特別損失

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△）

法人税等

53,859

51,667

2,192

40,168

11,498

13,691

13,249

442

301

191

552

93

2

643

268

375

51,123

48,971

2,151

38,754

10,217

12,369

12,191

177

283

192

268

3

371

△ 100

123

△ 223

損益計算書（要旨）

（単位：百万円・百万円未満切捨）

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の増加額

現金及び現金同等物の四半期末残高

科　　　目
当第２四半期
2011年4月1日から
2011年9月30日まで

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の期首残高

578

△ 913

1,204

△ 13

855

2,014

2,870

キャッシュ・フロー計算書（要旨）

商品部門別の売上高状況
商品部門別では、酒類や加工食品、日配
食品等の食品の売上げが好調だった他、
取扱店舗を増加した医薬品が売上げを
伸ばしました。一方で、エコポイント制度
が終了した家電や、ゲーム機など玩具が
売上げを落としました。

四半期純利益又は四半期純損失（△）

ポイント解説 前第２四半期
2010年4月1日から
2010年9月30日まで

△ 27

△ 1,476

1,724

△ 5

215

1,364

1,579

■商品部門別売上高

食品部　137億円
（17.8％増）

食品部　137億円
（17.8％増）

 （取扱商品）
家電部 家電      
アパレル部 衣料、シューズ、服飾雑貨、時計      
住生活部 ペット用品、文具、玩具、自転車、      
 スポーツ用品、カー用品、園芸・DIY、      
 台所用品、日用雑貨、インテリア・収納      
HBC部 紙綿、洗剤・化粧品、医薬品      
食品部 食品

HBC部　102億円
（6.6％増）

HBC部　102億円
（6.6％増）

住生活部　138億円
（0.6％減）

住生活部　138億円
（0.6％減）

アパレル部
37億円

（3.3％増）

アパレル部
37億円

（3.3％増）

家電部　99億円
（0.6％減）

家電部　99億円
（0.6％減）
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26,628
13，930
8,586
393
414

3,303
26,812
17,427
541
856
7,987

負債の部
流動負債
　　　　  支払手形及び買掛金
　　　　  １年内返済予定の長期借入金
　　　　  未払法人税等
　　　　  引当金
　　　　  その他
固定負債
　　　　  長期借入金
　　　　  引当金
　　　　  資産除去債務
　　　　  その他

75,238

14,834
2,190
1,480
8,803
2,360
60,404
45,745
15,027
27,389
3,328
409

14,248
14,254

△ 5

（単位：百万円・百万円未満切捨）

資産の部

資産合計

流動資産
　　　　 現金及び預金
　　　　 売掛金
　　　　 商品
　　　　 その他
固定資産
　　 有形固定資産
　　　　  建物
　　　　  土地
　　　　  その他
　　 無形固定資産
　　 投資その他の資産
　　　　 その他
　　　　 貸倒引当金

貸借対照表（要旨）

21,907
10,229
9,951
4,320

△ 2,593
△ 109

株主資本
　　　　  資本金
　　　　  資本剰余金
　　　　  利益剰余金
　　　　  自己株式
評価・換算差額等

（%）（億円）

10/3期 11/3期 11/9期

■純資産・自己資本比率
純資産 自己資本比率
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（倍）（億円）

10/3期 11/3期 11/9期

■有利子負債・デットエクイティレシオ

0

100

200

300

有利子負債 デットエクイティレシオ

245

0.00

1.50

1.00

0.50

自己資本比率＝自己資本（純資産）／総資産×100

デットエクイティレシオ＝有利子負債／純資産

216 217

31.1 29.3 29.0

221

1.011.01

店舗数増加に伴う商品在庫の増加や売
掛金の増加などにより、前事業年度末
に比べ14億62百万円増加し、752億38
百万円となりました。

借入金の増加などにより、前事
業年度末に比べ12億72百万円
増加し、534億40百万円となり
ました。

利益剰余金の増加などによ
り、前事業年度末に比べ1億
89百万円増加し、217億98百
万円となりました。

75,238 73,776負債純資産合計
21,798純資産合計

純資産の部
53,440

26,391
14,183
8,486

ー
350
3,371
25,776
16,112
517
840

8,305

73,776

13,101
1,968
1,239
8,116
1,776
60,675
45,967
15,307
27,389
3,270
463

14,244
14,250
△ 5

21,698
10,229
9,951
4,111

△ 2,593
△ 89

21,608

52,167負債合計

科　　　目 当第2四半期
(2011年9月30日現在）

前期
(2011年3月31日現在）

資産の部 負債の部 純資産の部

1.141.14

260

1.191.19

ポ
イ
ン
ト
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説
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《特集》店舗紹介

売上高Ｎｏ.１店舗　スーパーセンターＭｒＭａｘ春日店
福岡都市圏のベッドタウンとして発展する福岡県春日市。周辺は、
ＭｒＭａｘの1号店をはじめ、20年以上営業を続ける既存店が点
在するエリアです。長年、MrMaxをご愛顧いただいているお客
様の多いこの春日地区に、2010年11月、ＭｒＭａｘの新業態「スー
パーセンター」が開業しました。開業以来、地元のお客様の高い
支持をいただき、全店No.1の売上高をあげる店舗になっていま
す。今回は、そのMrMax春日店を特集します。

特徴①
九州初のスーパーセンター
ＭｒＭａｘとして九州で初めて、生鮮食品を品揃えす
る店舗です。毎日の暮らしに必要な商品が一箇所で
揃う便利さを追求しています。

特徴②
ＭｒＭａｘ最大の売場面積
売場面積は、2,851坪（9,424㎡）。
食品売場から家電売場までの横幅は130ｍあります。
ＭｒＭａｘ全50店舗中、最大の売場面積を誇ります。

特徴③
買物の利便性を追求する売場レイアウト
生鮮食品売場から、加工食品や飲料、台所用品・洗
剤売場と、お買物の頻度が高い商品を隣接して配
置しています。また、目的買いの多い医薬品をレジの
前に据えるなど、お買物の頻度やお客様の買いまわ
りの利便性を追求した売場レイアウトです。

スーパーセンターとは
家電製品や日用雑貨・衣料などのＭｒＭａｘの従来のディスカウントストアの品揃えに、野菜や肉、魚などの生鮮食品や
惣菜・ベーカリー売場を組み合わせたＭｒＭａｘの新しい出店スタイルです。現在、4店舗を展開しています。

春日店のレイアウト
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MrMaxでは、品質と価格のバランスの優れた商品「価値ある安さ」の提供に努めています。その施策の1つとして、自社
開発商品（プライベート・ブランド）づくりに取り組んでおります。
今回は、今年5月から発売したスポーツドリンクの開発担当者の声をお届けします。

商品本部　食品部
飲料担当バイヤー 丸田　将也

Q．スポーツドリンクを開発しようと思ったきっかけは？
スポーツドリンクの売上げは、ペットボトル飲料の中でも、売上上位品種
です。スポーツドリンクは飲む機会も多く、皆さんが買う機会の多い商品
だからこそ、NB（ナショナルブランド）商品よりも気軽に買っていただける
価格で提供したいと思ったのがきっかけです。

Q．こだわりのポイントは？
第一に味です。スポーツドリンクは、NBの2大ブランドの人気が高く、商
品化するにあたって、いかにNB商品に遜色ない味にするか、試行錯誤を
重ねました。
甘すぎず、薄すぎない、おいしい味にこだわりました。また、100ml当たり
15kcalのカロリーオフ設計なので、スポーツの後や日常生活でのサポートに気兼ねなく飲んでいただけ
ます。
次にこだわったのが価格です。やはりディスカウントストアとして、「価値ある安さ」を提供するため、価格
も通常のNB商品に比べて3割ほど安い税込68円にし、くり返し気軽に購入いただける価格設定にしま
した。
また、発売に先駆けて、店頭で販売する従業員に自信を持って販売してもらうように、社内で試飲会を開
催し、「安くて、おいしい」と好評の声が多くあがりました。
実際にお客様からもご好評をいただき、発売以来、既に50万本以上を販売しています。

プライベート・ブランド開発者に聞いてみました！
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2011年9月、広島県東広島市に｢MrMax広島物流センター｣
を開設いたしました。福岡、埼玉に続く、国内3箇所目の物
流センターとなります。
この広島物流センター稼動により、これまで福岡の物流セ
ンターから配送していた中国地区店舗への商品納入の輸
送距離を大幅に削減できます。商品発注から店舗納入ま
でのリードタイムを短縮することで、在庫管理や商品発注
の精度を高めると共に、売れ筋商品を品切れさせない、よ
りよい商品提供を図ります。

広島物流センターを稼動開始

地元九州のクリエイター、f-adc（福岡アートディレクターズ
クラブ）とコラボしたデザインTシャツを作成し、売上げの
20％を東日本大震災の被災地へ義援金として寄付するこ
とをお約束して、MrMax全店舗とオンラインショップで販
売いたしました。
デザイン性も高く、多くのお客様にご賛同をいただき、
51,126枚を販売いたしました。その販売実績に基づき、
4,845,349円を被災地支援の義援金として、日本赤十字社
を通して寄付いたしました。

MrMax店頭および全事業所で東日本大震災被災地への義援金の募金活動を行い、総額4,848,857円を日本赤
十字社を通して、被災地にお届けしました。

～デザインTシャツプロジェクト「着ることで、できること」～
東日本大震災被災地への売上連動型寄付のご報告

社会とともに　～MrMaxの社会貢献活動～社会とともに　～MrMaxの社会貢献活動～

「東日本大震災義援金」募金活動のご報告
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「個人投資家向け説明会」を開催
個人投資家のみなさまに、MrMaxをもっと知っていただくために、個人投資家向け説明会を開催しており
ます。当第2四半期においては、9月に、東京と北九州で実施いたしました。
いずれも、代表取締役社長　平野能章から、弊社の企業概要、業績、今後の新しい取り組みなどについて
ご説明を行ない、多くの個人投資家のみなさまにご出席いただきました。

株主のみなさまの声をお聞かせください
～株主様アンケートご協力のお願い～

投資家説明会の様子 会場にはプライベート・ブランド商品を展示

アンケートにご協力いただきました方の中から、抽選で300名の方に、弊社プライベート・ブランド商品をプレゼ
ントさせていただきます。（当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。）
尚、アンケートのご回答は、2012年1月6日までにお願いいたします。

弊社では、株主のみなさまの声をお聞かせいただくため、アンケートを実施いたします。
誠にお手数ではございますが、アンケートへのご協力をお願い申し上げます。
【アンケートの回答方法】
方法①　アンケートはがき　同封のアンケートハガキにご記入のうえ、ご投函ください。
方法②　パソコン　https://enq0.mediagalaxy.ne.jp/mrmax/w/enq/mmkouhou/
　　　　上記アドレスにアクセスいただき、ご回答ください。
方法③　携帯電話　右のQRコードからアクセスいただき、ご回答ください。
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●社名
●創業
●設立
●資本金
●従業員数
●本部所在地

株式会社ミスターマックス
1925年10月
1950年12月
10,229百万円
827名
〒812-0064
福岡市東区松田一丁目5番7号
電話　092-623-1111（代表）
http://www.mrmax.co.jp/

会社概要（2011年9月30日現在） 役員の状況（2011年9月30日現在）

単位：千株

株 主 名 持 株 数

6,435 

2,778 

1,414 

1,393 

1,342 

1,321 

1,047 

801 

763 

743 

ヒ ラ ノ マ ネ ー ジ メ ン ト ビ ー ヴ イ

有 限 会 社  W a i z H o l d i n g s

株 式 会 社 福 岡 銀 行

M r M a x 社 員 持 株 会

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

ミ ス タ ー マ ッ ク ス 取 引 先 持 株 会

平 野 能 章

日 本 興 亜 損 害 保 険 株 式 会 社

平 野 耕 司

平 野 淳 子

●所有者別株式分布状況

東北地方
62千株
0.2%

関東地方
7,569千株
19.1%

中部地方
612千株
1.5%

近畿地方
1,280千株
3.2%

中国地方
543千株
1.4%

九州地方
20,540千株
51.9%

海外
8,805千株
22.2%

四国地方
153千株
0.4%

●地域別株式分布状況
北海道
41千株
0.1%

（注）１．株式数は千株未満を切り捨てて表示しております。
２．当社は自己株式6,393千株を保有しておりますが、上記の大株主から除いております。

（注）「その他」には、左表の「ミスターマックス取引先持株会」や
　　「MrMax社員持株会」が含まれています。

個人
9,878千株
24.9％

外国法人等
8,806千株
22.2％

自己株式
6,393千株
16.2％

自己株式
6,393千株
16.2％

その他の法人
5,385千株
13.6％

金融機関・金融商品取引業者
6,398千株
16.2％

金融機関・金融商品取引業者
6,398千株
16.2％

その他
2,747千株
6.9％

代表取締役社長

取締役執行役員

取締役執行役員

取締役執行役員

取締役執行役員

取締役執行役員

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

監 査 役

最高経営責任者（CEO）兼最高執行責任者（COO）

管理本部長

商品本部長

開発本部長

SCM本部長

営業本部長

平野能章

小田康徳

佐藤昭彦

中野英一

杉本定士

内座優典

樋口一夫

吉田康彦

古屋泰生

多川一成

役  名 職  名氏  名

株式の状況（2011年9月30日現在）
●会社が発行する株式の総数
●発行済株式の総数
　（注）当第2四半期累計期間中の増減はありません。
●１単元の株式の数
●株主数
●大株主の状況

80,000,000株
39,611,134株

100株
9,964名



株式に関するメモ

事業年度

配当金基準日

定時株主総会

株主名簿管理人及び
特別口座管理機関

同連絡先

上場証券取引所

公告方法

4月1日～翌年3月31日

期末配当  3月31日　　中間配当  9月30日

6月

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）

東京証券取引所、福岡証券取引所

電子公告により行う
公告掲載URL　http://www.mrmax.co.jp/
ただし、電子公告によることが出来ない事故、その他のやむを
得ない事由が生じた時には、日本経済新聞に公告いたします。

株式事務手続きについて

住所変更、配当金の振込先指定、単元未満株式の買取・買増請求その他のお問合せ先は、
次のとおりとなっております。

■証券会社等の口座に記録された株式に関するお問合せ先
　お取引のある証券会社等へお問合せください。

■特別口座に記録された株式に関するお問合せ先
　三菱UFJ信託銀行株式会社（特別口座管理機関）へお問合せください。
　　　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
　　　電話 0120-232-711（通話料無料）

※未払い配当金について
　未払い配当金につきましては、上記いずれの場合も当社株主名簿管理人の三菱UFJ
信託銀行株式会社へお問合せください。

この印刷物は、植物油インキを使用しています。




